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ＰＲ広告会社に静岡情報資料の作成とメディアへの配布を委託

メディアとの個別契約により静岡情報を広告掲載

5,500

■有料広告出稿等

特定の広告代理店等と年間契約で、県から企画やプレゼントをタイ
アップすることにより、安く広告枠を確保。さらに、県のニーズに応じ
た情報をタイムリーに掲載可能。

■特定メディアとの年間契約

特定メディアとの年間契約
（コンペ方式の採用）

■ニュースリリース作成委託
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企画コンペによるメディアタイアップ（広告効果の最大化）
【ふじのくに大使館（東京事務所） 】

首都圏における情報発信として、各種メディアへ
の情報提供により記事化等を推進し、一定の成果
は挙げていたものの十分な費用対効果を得られ
ていませんでした。
そこで、22年度に情報発信方法を見直し、企画

コンペを行い広告代理店との包括契約により情報
発信効果を高める方式に変更するとともに、本年
度からは訴求性の高いテーマについて個別メディ
アに無料広告の働きかけを実施しました。
その結果、これまでより少ない費用で、県の情

報が到達する人数、広告換算価値がともに増加し
ました。

今後に向けてさらなる取組は？
・本庁担当課と連携して、無料記
事化を進展させていきます。
・現在作成中の静岡県の基本
データや観光・食などの情報
（ファクトブック）を活かし、さらに
静岡情報をＰＲしていきます 。

取組の効果として実感していることは？

・読者の欲求へ働きかける力の強いテーマによる企画提
案や少額プレゼントのタイアップで全国紙へ掲載される
可能性があることがわかり、無料記事化のノウハウが蓄積
されてきています。

タイアップは、「言うは易し。行うは難し。」の典型例ですが、段階を踏んで着実に実現させ
たところが素晴らしい。また､所内での情報の共有などは他組織にとっても参考になる事例です。
賞の対象となった「広告効果の最大化」だけではなく、実現に向けたプロセスも是非参考にして
いただきたいと思います。

【タイアップによる無料記事】
（旅行読売：ゴーゴーキャンペーン）

静岡産業大学 松本教授 から一言
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会議の状況を動画及びツイッターを活用して配信
【くらし・環境部 県民生活課】

「ふじのくにＮＰＯ活動基金事業」の実施のため、
「ふじのくにＮＰＯ活動基金運営委員会」を設置し
ています。委員会は原則公開ですが、特に事業選
定など様々な審議において、県内多くのＮＰＯ等
がこの会議に注目しており、広く情報を発信する
必要がありました。
そこで、第１回委員会から全国に先駆けて、傍聴

に加えてU-streamの動画配信やTwitterによる情
報発信を「ふじのくにＮＰＯ活動センター」と協働し
て実施しました。
その結果、配信された動画には多くの閲覧があ

り、会議の「見える化」につながっています。

今後に向けてさらなる取組は？
・誰もが参加でき安価なソーシャルメディアの利用は「情報の見える化」に不可欠なものといえま
す。そのため、今後はfacebook等他のソーシャルメディア・ツールとの組み合わせにより、さらに
多くの人との双方向的な会話も生み出せる「見える化」に取り組みたいと思います。

取組の効果として実感していることは？

・公開プレゼンテーション以外の委員会にも多くの
閲覧があり、ふじのくにNPO活動基金事業への関
心の高さがわかりました。
・運営委員会に対し、 「審査の状況など透明性が
図られていい」、「隠し事がなくていい」などの意見
が寄せられ、県民の声を知ることができました。

インターネットを使った情報伝達手段は、進化を続けており、現在のサービスには目を見張るものがあります。
現時点においては、デジタルデバイドの問題があり、さらには、U-Streamによる情報発信は、ややもすると委員の
発言が慎重になる課題も考えられます。しかしながら、それぞれのもつメディアの特性を生かしながら、情報を可
視化することは情報公開の面からきわめて有益な取り組みと思われます。

静岡県立大学 金川教授 から一言

【配
信
画
面
】

動画閲覧回数： 合計 487回
第1回(5/13)：169回、第2回 (6/23)：277回、
第3回(7/25)： 41回、
Twitter： フォロワー数 1741 （※8月11日現在）

公開されている会議を傍聴者だけに開放するのではなく、U-Streamの動画配信やTwitterといったソーシャルメ
ディアを活用して情報を発信している点は新しい取り組みです。このような取り組みを通して会議の公開性がさら
に高まり、県民への利便性も向上することと思います。

静岡大学 日詰教授 から一言



特定疾患治療研究事業の制度案内文書の見直し
【富士健康福祉センター 医療健康課 】

特定疾患の新規申請者に対して案内文を出して
いましたが、必要書類がわかりにくく、申請者に再
度書類の提出をお願いする場合もあるなど、申請
者の負担となっていました。

そこで、案内文をチェックリスト形式に作り直し、
申請者が確実に必要書類を準備できるような書
式にしたうえ、申請者が書類を取りに行く税務署
や年金事務所の連絡先を記入し、申請者の利便
性を考慮しました。

その結果、必要書類の説明がスムーズに行うこ
とができるようになりました。

今後に向けてさらなる取組は？
・見直した案内文でも、まだ説明が不十分なところがあるのでさらに見直し
ます。さらに、この制度の他の通知文書でもがわかりづらいものがあるので
見直していきます。
・他の保健所でも使えると思うので紹介していきたいと思います。

この取組で苦労
した点は？

・高齢者の申請
が多いので文字
を大きくすること
を基本とし、なる
べく読みやすい
ようにしました。

・例外的に必要
となる書類の説
明をどこに入れ
るか苦労しまし
た。

本提案の対象となった制度（特定疾患治療研究事業）は、対象となる人が確実に補助を受けら
れることが何よりも重要です。本提案では、申請の「バリアフリー化」により、それを実現しよ
うとしています。申請者（利用者）の立場に立つと、さまざまな改善の余地があることを教えて
くれる好事例です。この現場では、日頃から県民視点の思考法が根づいていることがうかがわれ
ます。

静岡文化芸術大学 田中教授 から一言

「情報をわかりやすく発信しよう 」改革賞

【自己負担限度額の階層区分や他機関の連
絡先が付いてわかり易くなったチェック表】

【チェックリスト形式の
案内文】



管内かいとの情報共有化の架け橋
「せいぶ出納室だより」のリニューアル発行 【出納局 西部出納室】

平成21年9月から管内の全てのかいに会計事務
処理における留意事項などをまとめた「せいぶ出
納室だより」を発行してきましたが、文書指示件数
は増加していました。
そこで、各かいへアンケートを実施し、例月検査

の文書指示事項の具体例、所得税や社会保険等
のタイムリーな情報提供と具体的な処理方法、誤
りやすい会計処理事項に関する解説など、各かい
の役に立つ紙面にリニューアルし発行しました。
その結果、リニューアル後９ヶ月間で文書指示

事項は対前年比28％減と大幅に減少し、出納業
務の適正化に寄与しています。

今後に向けてさらなる取組は？
・「せいぶ出納室だより」が一方通行の情報発
信ツールとしてのみならず、双方向のコミュニ
ケーションツールとしても活用されるよう更に
改善させ、管内かいとの情報の共有化の架け
橋となるよう一層の充実を図ります。

取組にあたって苦労した点は？

・文書指示の最大要因は、「組織としての
チェック漏れ」ですが、この解消を目指して組
織内の情報共有化が図られるよう、職場内で
回覧してもらえるような魅力ある紙面づくりに
努めました。

メールマガジンでも、「読まれた記事ランキング」が実は最もよく読まれる記事であるといわれ
ます。多数にとって価値ある情報がネット検索結果の最初に並ぶのと同じですが、どの記事が他
の読者に参考になったかを知りたいのは編者も読者も同じです。読者調査により「読ませたい」
と「読みたい」のニーズを合致させ、ニューズレターの目的達成度を向上させた素晴らしい事例
です。

明治大学大学院 北大路教授 から一言
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医療法人に関する各種手続きをホームページで案内・説明
【健康福祉部 医務課 】

医療法人に関する各種手続き（認可・届出）の詳
細について、冊子やホームページ等で公表してお
らず、申請者からの問い合わせのたびに、担当職
員が個別に対応していました。

そこで、手続きの基本的な内容の問い合わせを
減らし、詳細な問い合わせに丁寧に対応すること
を目的として、手続きの手順、留意点、提出書類
等を県のホームページに掲載しました。

その結果、申請者は、ホームページで手続きの
基本的な事項を確認することができ、利便性が向
上するとともに、担当職員の事務負担が軽減しま
した。

今後に向けてさらなる取組は？
・医務課では、県内の病院・診療所に関する許認可も所管しており、当該許認可に係る手続き
についても取扱件数や問い合わせが多いことから、今後、当該手続きについても同様の取組
を進め、事務の効率化と県民サービスの向上を図りたいと考えています 。

取組の効果として実感していることは？

・個々の問い合わせについて、ホームペー
ジを確認した上でさらに詳細説明を求める
ケースが多く見られることから、当初の目
的は達成できた実感しています。
・このことにより、手続きに関する医療法人
の理解や周知が図られ、担当職員の時間
外勤務の縮減等の事務の効率化につな
がっています。

顧客（県民）の利便性を向上するとこちら（事務方）も得をするという“双方両得”の理想的
アプローチ。このような取組で改善できる例は県庁の多くの職場にあるのでは。他に教えて!!

静岡産業大学 大坪学長 から一言
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